
 

 

 

 

１．日時：平成２３年１０月２５日（火）10:00～12:00 

 

２．場所：合同庁舎２号館 8階会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

       第 1 部会 委員 福田 健吉   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全５件 

＜件数の内訳＞ 

・技術提案の審査（入札前審査・・・４件） 

 

表１【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

 

表２【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

鋼橋上部 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

表３【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 - ２ - - - ２ 

計 0 ２ 0 0 0 ２

 

 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第７回）開催結果の概要 



・評価項目・加算点の審査（公告前審査・・・1件） 

表４【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

AS 舗装 - 1 - - - 1 

計 0 1 0 0 0 1 

 

 

・ 施工体制確認方 開札後整理案件・・・1件 

表５ 【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型） 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

機械設備 - 1 - - - 1 

計 0 1 0 0 0 1 

 

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全２件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・1件） 

表６ プロポーザル方式 
 
 
 
 
 
 

 

・評価項目・加算点の審査（特定前審査・・・1件） 

表７ プロポーザル方式 
 

 

 

 

 

 

・履行確実性確認型による開札後整理案件・・・１件 

表８総合評価落札方式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

調査・検討 - 1 - 

計 0 1 0 

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

調査・検討 - １ - 

計 0 1 0 

一般競争入札 
工種 

簡易型 標準型 

発注者支援 1 - 

計 1 0 



５．主な意見の概要 

（工事審査）  

【百間川河口水門防潮堤他工事】 

  ●汚水処理の標準案は何か。 

  →汚濁水については沈砂地を 2 連設置し排水を行うこととしている。その他、締め切りを行う周辺の

水質汚濁防止フェンスの設置、濁水の排水にあたってのＰＨの調整を行う。 

 

 

【尾道・松江自動車道川尻地区舗装工事】 

●排水性舗装だが、技術提案の内容は通常舗装と異なると考えるが、どのような提案を想定している

か。 

→排水性舗装は空隙率が大きいため、アスファルト温度の低下が舗装の品質に大きく影響される。そ

のためアスファルト運搬時や施工時の温度低下等による品質確保対策を想定した技術的所見として

いる。 

 
（業務審査） 
【「新しい公共」活動における地域ニーズ調査検討業務】 

●評価テーマにある「市町村等」の「等」は何を意味するのか？ 
→「県」を考えている 
●NＰＯや地域の人々のことと誤解される恐れがあるので「等」は削除してはどうか？ 
→削除することとしたい 
●新しい分野の業務だが、評価テーマの評価項目において「独創性」を追加しない理由は？ 
→新規性のある分野であるが、調査方法そのものの新規性や独創性は重視しないため、評価項目とし

ていない 
 
【入札・契約のデータ整理・分析業務】 

●他の評価項目に比べ、評価テーマの実現性に関する評価が低めになっている理由は？ 
→提案内容を裏付ける類似実績の記載はあったが、類似実績のどの部分をどのように活用するかの視

点が欠けていたため。 
 
その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 



◆第７回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧

④施工管理体制 ⑤企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
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技
術
提
案
の
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W
T
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札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
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評価項目
加
算
点

評価項目
加
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点

評価項目
加
算
点
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事
成
績

工
事
成
績
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秀
企
業
認
定
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度
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ー
ル
ド
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ー
ド
制
度
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彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
岡山河川
事務所

河
川

④ ○ 百間川河口水門防潮堤他工事

一
般
土
木

海
岸
工
事

掘削工V=40,300m3
盛土工V=11,400m3
鋼管矢板護岸工 1式
矢板護岸工　1式
擁壁護岸工　1式
根固工　１式
護床工　１式
仮設工（仮橋・仮桟橋）１
式

海岸堤防に鋼管矢
板を採用している
ことから基礎構造
の長期的な性能確
保が重要であると
ともに、海域で行
われている海苔養
殖に対して工事中
の濁水処理が重
要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ 80.0 30 15 15 50.0

鋼管矢板の
品質・耐久性
向上に関する
施工計画

30
水質汚濁防
止対策に関す
る施工計画

20 50.0

2

浜田河川
国道事務
所

道
路

5 ○
国道９号野広１号橋鋼上部工
事

鋼
橋
上
部

橋
梁

３径間連続合成開断面
箱桁橋　Ｌ＝133.0ｍ
（33.3m+69.0m+33.3m）

耐候性鋼材の表
面に保護性さび層
が形成されること
が必要であり、そ
の成否が構造物
の機能、性能に与
える影響は大き
い。よって、その耐
候性の向上及び鋼
材の耐食性の向
上に関する施工中
の配慮は重要であ
る。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 80.0 30 15 15 50.0
桁（鋼材）の
耐候性・耐
食性の向上

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

3 本局
営
繕

6 ○ 松江気象台庁舎建築改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上４階建
延床面積　約1,192㎡
修繕一式
外

本工事は、既存庁
舎の外壁改修主
体の工事であるた
め、外壁改修にお
ける施工上配慮す
べき事項を評価項
目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

－ ○ ○ 66.0 30 15 15 36.0

外壁改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見

10 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

4 本局
営
繕

6 ○ 宇部合同防水その他改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上５階地下１階建
延床面積　約4,460㎡
修繕一式
外

本工事は、合同庁
舎の入居官署での
業務を行いながら
行う工事であり、来
庁者及び職員への
環境を維持するた
め「騒音、振動、粉
塵対策」は重要で
ある。

－

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

－ ○ ○ 66.0 30 15 15 36.0

騒音、振動、
粉塵対策に
関する技術的
所見

10 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

5
松江国道
事務所

道
路

○
尾道・松江自動車道川尻地区
舗装工事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

舗
装

排水性舗装（車道）
　A=26,000m2
駐車場舗装
　A=6,000m2
排水構造物工　１式
縁石工　１式
道路付属物工　１式
橋梁附属施設工　１式

排水性アスファル
ト合材は空隙率が
高く、温度低下が
早いことから、排水
性アスファルトの
温度管理や温度
低下対策等は品
質を確保する上で
重要である。

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

①簡易な施工計画の加算点 ③配置予定技術者の施工能力

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

備
　
　
考

②加算点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりや

すく記載すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

②企業の施工能力

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

工事概要



◆第７回総合評価審査委員会　改札後整理工事一覧

④企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

専
門
工
事
施
工
者
の

同
種
工
事
の
実
績

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
三次河川
国道事務
所

道
路

2 ⑤
尾道・松江自動車道大万木ト
ンネル非常用設備工事

機
械
設
備

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
施
設

消火栓Ａ型　33台、消火栓Ｂ型　
16台、消火栓Ｃ型　39台、消火栓
Ｄ型　10台
屋外給水栓・送水口　　　　2台
水噴霧ヘッド　　　　     1,018台
火災検知器　　　　　　　 222台
消火ポンプ　　　　　　　　　1台
自動給水装置　　　　　　 　1台
消火ポンプ制御盤　　　　 1面
防災受信盤　　　　　　　　 1面

トンネル火災発生
時には確実な作
動を要求され、常
時、設備の機能
保持をしておく事
が重要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ 60.0 30 15 15 30.0

トンネル非常
用設備の維
持管理性の
向上

30 30.0

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当
性が判断できる工事内
容やサイト特性をわかり

やすく記載すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

備
　
　
考

②加算点

評価内容３評価内容１ 評価内容２
専門工事評価点

技術提案

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

①簡易な施工計画の加算点

施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力



◇平成２３年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・公示前】　平成２３年１０月２５日総合評価審査委員会(第１部会）

特定
テーマ
全体

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 建政部
「新しい公共」活動
における地域ニー
ズ調査検討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

「新しい公共」普及
による持続的な地
域経営に資する施
策の検討を行うも

の。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

特定における評価点（技術提案書）

成績・
表彰

テ
ー

マ
内
容

登
録
等
の
有
無

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

小
　
　
計

資格・実績

保
有
資
格

表
彰
の
有
無

過
去
の
業
務
成
績

雇
用
関
係

実施方針

成績・
表彰

配置予定管理技術者

手
持
ち
業
務
量

同
種
類
似
実
績

小
　
　
計

小
　
　
計

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

No 部名 業務名
業
務
理
解
度

保
有
資
格

合
 
 

計

特定テーマ ①

技術提案配置予定技術者

入
札
契
約
方
式

選定における評価点（参加表明書）

資格・
実績

表
彰
の
有
無

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

同
種
類
似
実
績

資格・実
績

業務概要 合
　
　
計

参加表明者

成績・
表彰

不
誠
実
な
行
為

業務種別

同
種
類
似
の
成
績

小
　
　
計

テ
ー

マ
間
の
整
合
性

的確性 実現性

様式２－２



◇平成２３年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・特定前】　平成２３年１０月２５日総合評価審査委員会(第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
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◇総合評価落札方式（簡易型：履行確実性確認型）による開札後整理 業務一覧 ／平成２３年１０月２５日 総合評価審査委員会（第１部会）
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日 時：平成２３年１０月２５日（火）10：00～
場 所：合同庁舎２号館 ８階議室

平成２３年度 中国地方整備局総合評価審査委員会
第一部会（第７回）

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

【工事関係審査】

）審査対象工事の全体説明１

）審査対象工事の個別説明２

【業務関係審査】

審査対象業務の全体説明３）

）審査対象業務の個別説明４

４．閉 会




